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7/1 火 ※ 分科会の申込は、先着順となります

申込締切

【A】たかがソースされどソース
〜こだわりのソースを静岡から世界へ〜

【B】「人と人をつなぐ仕事」
地域と世界を結ぶ、私のストーリー

【C】お茶で旅する静岡めぐり
茶葉から広がる、お茶の楽しみ

〜清水港客船受入れの事例から〜

令和7年度 ⻘少年国際交流を通して国際社会や地域社会への貢献を考えるつどい

東海ブロックイベント（静岡県）

14:40〜15:30

参加費無料

内閣府⻘年国際交流事業参加報告

やさいバスがつなぐローカルとグローバル
共創のしくみとこれからの経済

参加費
（税込）

懇親会のみの参加可能

⼤人 3,000円・中高⽣ 1,000円・
⼩学⽣まで無料

16:00〜16:20 事業参加報告

（静岡市清水区）

第１部

13:00〜13:10 開会式

13:10〜14:25 基調講演

分科会

15:35〜15:45 閉会式

受付12:30〜

16:20〜16:50 講演

16:50〜17:45 トークフォークダンス

18:30〜20:00 懇親会

〜 地域流通モデルが世界で注⽬される理由とは？〜

清水テルサ

JR清水駅

⼆重の円の形で着席し、フォークダンスのようにどんどん

相⼿を変えて異文化体験などのテーマについて対話します

“つなぐ”を仕事にする
国際経験と地域づくりの交差点

会場

対⾯開催

第２部

「みなと⼝」徒歩5分

〈主催：内閣府〉 〈主催：⽇本⻘年国際交流機構〉



�定員：20名� �定員：20名�B�定員：20名�A

令和6年度「東南アジア⻘年の船」事業参加 鈴⽊照蛍 氏・令和6年度「世界⻘年の船」事業参加 金澤邑⾹ 氏

体験型

世界緑茶協会から緑茶産業の

公益財団法人
世界緑茶協会

「kirkekafe」オーナー
静岡県ボッチャ協会 創設者

シ リ ケ カ フ ェ

主催：内閣府
共催：⽇本⻘年国際交流機構
   静岡県⻘年国際交流機構
運営事務局：(⼀財)⻘少年国際交流推進センター
      東海ブロックイベント実⾏委員会
後援：静岡県教育委員会

 第２部 

「国際⻘年育成交流事業」

   スウェーデン派遣参加

C

〜 地域流通モデルが世界で注⽬される理由とは？〜

〜清水港客船受入れの事例から〜

基調講演

第1部

東京⼤学農学部卒。NASAのプロジェクトに参画後、結婚を機に静岡に移住。2009年「エムスクエア・ラボ」
を創業。デジタル技術を活⽤した農業振興に取り組む。やさいバス事業で総務⼤臣賞グランプリ受賞。2021年
内閣府女性のチャレンジ賞受賞。

講師：加藤百合子 氏 エムスクエア・ラボ創業者・代表取締役社長

〜こだわりのソースを
     静岡から世界へ〜

⿃居⼤資 氏講師

地域と世界を結ぶ、私のストーリー

永井美⾹子 氏講師

 第１部 

清水港は今年、横浜や⼤阪より多い100隻以上の⼤型クルーズ船が寄港予定です。クルーズ船
寄港が増加する要因となった、地元の多くの人を巻き込む仕掛けなどを話していただきます。

講師：武⾺千恵 氏 静岡市 観光交流文化局 観光政策課 主査
(第18回「世界⻘年の船」事業参加)

主催：⽇本⻘年国際交流機構
共催：(⼀財)⻘少年国際交流推進センター
   静岡県⻘年国際交流機構
運営事務局：東海ブロックイベント実⾏委員会
協⼒：内閣府
後援：静岡県教育委員会

こだわりのソースを静岡から世界

に発信し、時代と共に進化を続け

⿃居食品株式会社 代表取締役

茶葉から広がる、お茶の楽しみ

講師

第6回「世界⻘年の船」事業参加

分科会

講 演

か と う   ゆ り こ

とりい だいし

ながい   みかこ

たけま   ちえ

事業参加報告

第2部
すずき しょうけい かなざわ ゆうか

北欧パンのカフェ「シリケカフェ」

を運営し、コミュニティカフェを

⽬指した様々なイベントを企画し

ています。またシェアキッチンの

運営や障がいのある人もない人も

共に楽しめる「ボッチャ」の普及

に尽⼒したりと、人と人をつなぐ

街づくりにも取り組んでいます。

農業×ANY＝HAPPY。静岡で始まった野菜共同配送システム「やさいバス」は、静岡にとどま
らず⽇本全国へ広がっています。また、海外ではインドで農業展開するなど、農業と様々な
分野を掛け合わせて課題解決に挑んでいます。その活動の背景や共感⼒・実⾏⼒をもって
社会に関わる⼤切さ、国際交流の経験を地域で活かす意義について語ります。

⼀緒に急須でのお茶の淹れ方や

冷茶作りについて実践的に学び

ます。

五感でお楽しみください。

振興と地域活性化に向けた

ついて紹介します。地元食材を活

かした食堂の展開等、創業100年
という節⽬における新たなチャレ

ンジについてもお話しします。

静岡茶の奥深い魅⼒を

取組について紹介するとともに、

⽇本茶シニア・インストラクターと

ながら地域発展に貢献してきた

「⿃居食品株式会社」の取組に


